
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

地震火山観測研究センター年報 : 2006 年度版

https://doi.org/10.15017/16958

出版情報：九州大学大学院理学研究院附属地震火山観測研究センター年報. 2006, 2007-10. 九州大学大
学院理学研究院 附属地震火山観測研究センター
バージョン：
権利関係：



地震予知連絡会，火山噴火予知連絡会への提出資料 

 

地震予知連絡会資料 

第168回（2006年5月22日） 

・ 九州の震源分布（2006年2月~2006年4月） (※) 

・ 九州の深さ30km以浅の震央分布と30km以深の震央分布（2006年2月~2006年4月） (※) 

・ 九州の月別震央分布図と主な地震の発震機構（2006年2月~2006年4月） (※) 

・ 九州の活断層分布と30km以浅の震央分布（2006年2月~2006年4月） (※) 

 

第169回（2006年8月21日） 

・ 九州の震源分布（2006年5月~2006年7月） (※) 

・ 九州の深さ30km以浅の震央分布と30km以深の震央分布（2006年5月~2006年7月） (※) 

・ 九州の月別震央分布図と主な地震の発震機構（2006年5月~2006年7月） (※) 

・ 九州の活断層分布と30km以浅の震央分布（2006年5月~2006年7月） (※) 

 

第170回（2006年11月20日） 

・ 九州の震源分布（2006年8月~2006年10月） (※) 

・ 九州の深さ30km以浅の震央分布と30km以深の震央分布（2006年8月~2006年10月） (※) 

・ 九州の月別震央分布図と主な地震の発震機構（2006年8月~2006年10月） (※) 

・ 九州の活断層分布と30km以浅の震央分布（2006年8月~2006年10月） (※) 

 

第171回（2007年2月19日） 

・ 九州の震源分布（2006年11月~2007年1月）(※) 

・ 九州の深さ30km以浅の震央分布と30km以深の震央分布（2006年11月~2007年1月） (※) 

・ 九州の月別震央分布図と主な地震の発震機構（2006年11月~2007年1月） (※) 

・ 九州の活断層分布と30km以浅の震央分布（2006年11月~2007年1月） (※) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
(※) 掲載資料 
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火山噴火予知連絡会資料 

第104回（2006年6月21日） 

・ 普賢岳山頂付近の地震活動 (※) 

・ 時空間分布図と月別地震発生頻度分布（1989年1月1日~2006年5月31日） (※) 

・ 九州西部の地震活動（2006年2月1日~2006年5月31日） (※) 

・ 雲仙岳周辺における傾斜変動 

・ 雲仙岳北麓における全磁力変化 

・ 平成新山ドームの噴気ガス温度変化 

・ GPS測量による平成新山ドームの変動測定 (※) 

・ 雲仙火山における地下水観測 

・ 雲仙火山における温泉観測 

・ 阿蘇火山の二酸化硫黄放出量 

・ 阿蘇火山における温泉観測 

 

第105回（2006年11月14日） 

・ 雲仙岳周辺における傾斜変動 

・ 雲仙岳北麓における全磁力変化 

・ 平成新山ドームの噴気ガス温度変化 (※) 

・ 2006年11月6日に発生した雲仙岳の山火事について 

・ 雲仙火山における地下水観測 

・ 雲仙火山における温泉観測 

・ 阿蘇火山における温泉観測 

 

第106回（2007年2月16日） 

・ 雲仙岳周辺における傾斜変動 (※) 

・ 雲仙岳北麓における全磁力変化 (※) 

・ 雲仙火山における地下水観測 (※) 

・ 雲仙火山における温泉観測 (※) 

・ 阿蘇火山の二酸化硫黄放出量 (※) 

・ 阿蘇火山における温泉観測 (※) 

 

 

 

 

 

 

 (※) 掲載資料 
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時空間分布図と月別地震発生頻度分布

(1989/1/1 − 2006/05/31)
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九州西部の地震活動(2006年2月1日～2006年5月31日)

活断層は活断層研究会による
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0 100 200m

カルデラ縁

島の峰

霧氷沢

崩落堆積物

古い溶岩
の残骸

11

A点（白煙）

C点（透明）

E点（高温・透明
刺激臭)

D点（透明，刺激臭）

溶岩ドームの主な噴気分布
（中田節也（5/19/95）の図に加筆）

破砕された溶岩か
らなる台地

G点（ 明透 ）

NF点（透明）

スパイン

平 成 新 山 ド ー ム の 噴 気 ガ ス 温 度 変化 
九 州 大 学 地 震 火 山 観 測 研 究 セ ン タ ー * 

●噴気ガスの温度は順調に低下している．青白いガス（主に二酸化硫黄）や刺激臭のガスの量はし
だいに減少している．
●2006年 11月 13日測定での最高温度は E地点の摂氏 235度であった．
●E点は東に傾きながら隆起した尖頂（Spine）の西側の根元にある．マグマの湧き出し口（旧地
獄跡火口）の直上にあると推測される．
●11月 6日から火災が発生した島の峰付近は天候不良で視認できなかったが，風下側で特に異臭
は感じられず，また平成新山の噴気にも変化がなかったことから，火山活動とは関係がない現象で
あったと考えられる．

 

＊松尾 道・渡邉篤志・松島　健・清水　洋
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COSPEC 1984
 

2000 ton/day 500 ton/day 
  

2003 7 10 7 31

2287 903 ton/day 1989 1992 11

 

2005 4 14

300~800 ton/day 2007 1 31

245  77 ton/day  
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